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令和４年度 学校評価報告書 

 

 

１．本園の教育・保育目標等について 

（１）はじめに ～『０歳からのようちえん』を掲げて～ 

 本園は創立以来７０年あまりにわたって築いてきた幼児教育の裾野をさらにひろげ、令和２年４月

から「幼保連携型認定こども園青葉幼稚園」となった。 

認可幼稚園と認可保育園が一緒になった幼保連携型認定こども園として、「０歳からのようちえん」

を掲げ、人間の基礎を作る大切な時期である乳幼児期において一貫した教育・保育の提供を行う。 

 

（２）教育・保育理念 

「清く、明るく、正しく、直く」 

～きよらかな、すなおな、ただしく、あかるい人間の育成～ 

 

（３）教育・保育目標 

 創立以来の建学の精神である神社神道の精神を基に、将来を担う人として重要な乳幼児期における

素地を培うよう努めるとともに、生活を通して生きる力を育成するように認定こども園法第 9 条に規

定する教育及び保育の目標の達成に努める。 

 

（４）めざす子ども像 

１、感謝の心、やさしい心、敬う心をもつ子ども 

２、自然・生命を大切にする子ども 

３、正しい姿勢と言葉遣い、元気なあいさつ・返事ができる子ども 

４、ルール、約束を理解し守る子ども 

５、相手の気持ちを大切にし、仲良くかかわることができる子ども 

６、感情豊かで、自ら言葉で伝えることができる子ども 

７、健康で明るく元気な子ども 

８、主体的に取り組み、最後までやり抜く力のある子ども 

 

（５）令和４年度の主題及び重点事項 

①主題 

「体験を通して、主体的に遊びを展開する子どもを育てる」 

 ②重点事項 

 １．身近な事物に自ら関わり、豊かな感性や表現を培う。 

２．基本的な生活習慣を身につけ、健康に過ごす。 

３．人との関わりの中で思いやりや協調性、道徳性を育てる。 

４．子どもの自主性を大切に一人一人の望ましい発達をめざす。 

５．関係機関や保護者との連携を密にした支援に努める。 

６．教育方針及び「10 の姿」を見据えた小学校との連携・接続をはかる。 

７．未就園児サークル、園庭開放、相談等を中心とした子育て支援を展開し、地域の子育て支援セ

ンターとしての役割を果たす。 
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２．令和４年度の評価について 

（１）保護者アンケートによる評価について 

 

【評価基準】 

Ａ  十分達成されている（おおむね80％以上） 

Ｂ  ほぼ達成されている（60％～80％くらい） 

Ｃ  取り組まれているが成果が十分でない（40％～60％くらい） 

Ｄ  取組が不十分である（40％以下） 

Ｅ  わからない 

①目標に基づくアンケートの項目及び結果 

  評価項目 A B C D E 無回答 

1 子どもは園に行くのを楽しみにしている 59% 33% 5% 2% 1% 1% 

2 
子どもたちは安心して自分の思いを出し、元気に遊ん

でいる 
63% 33% 2% 2% 2% 0% 

3 
友達と一緒に遊んだり友達の遊びに刺激を受けたりし

て、共に過ごすことの楽しさを味わっている 
73% 25% 1% 0% 1% 0% 

4 
遊びや集団生活に必要な決まりを知り、守ろうとする

態度が育ってきている 
63% 32% 4% 0% 1% 1% 

5 
様々な物事に興味関心を示し、知的好奇心や思考力、

感動する心などが育ってきている 
70% 26% 3% 0% 1% 1% 

6 
自ら遊びを作り出す楽しさを味わい、園生活を楽しん

でいる 
66% 28% 3% 0% 2% 0% 

7 
子どもは遊びの楽しさや達成感を味わい、自信をもっ

て行動できるようになってきた 
59% 33% 8% 0% 1% 0% 

8 
集団の中で、一人一人の幼児が自己を発揮し、互いに

力を生かし合いながら、共に学び合う様子が見られた 
59% 31% 5% 0% 5% 0% 

9 クラスの中で幼児一人一人が大切にされている 70% 24% 2% 0% 3% 1% 

10 
人に対する信頼感や思いやりの気持ち、自己抑制力な

どが育ってきている 
59% 34% 2% 0% 3% 2% 

11 
幼児は家族や近所の人、教職員などに、よくあいさつ

をしている 
41% 42% 15% 0% 2% 1% 

12 
幼児はしっかり体を動かし、体力が向上したり、たく

ましさが育ったりしてきている 
68% 28% 2% 2% 0% 0% 

13 
生命を尊重する心や自然を大切にする気持ちが育つよ

うな取り組みがされていた 
57% 36% 4% 1% 2% 0% 

14 園は一人一人の幼児の育ちを保護者に伝えている 62% 27% 6% 3% 2% 0% 

15 園は幼児の発達などに気付く機会をつくっている 54% 33% 4% 1% 5% 3% 

16 園は悩みや相談に親身になって対応してくれる 60% 27% 7% 2% 2% 2% 

17 保護者同士よく挨拶し、親しく交流できていると思う 30% 42% 17% 3% 8% 0% 

18 保護者は関心が高く協力的であると思う 29% 45% 13% 2% 11% 2% 

19 
教育方針や指導の重点は、幼児や家庭・地域の実態に

あったものだと思う 
58% 30% 5% 1% 7% 0% 

20 
園は教育目標や指導の重点について分かりやすく伝え

ている 
50% 38% 6% 1% 5% 0% 
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②アンケートによる評価の総括 

・概ねA またはB の評価が多くなっているものの、C 以下の評価についても一定の割合があった。特

に挨拶や保護者の参加といったところにその傾向がみられた。コロナ後ということもあり活動を通し

て改善をしていきたいと思う。 

・個別の意見等についてはコロナ禍での対応や園での様子を知る手段についての意見が多かった。コ

ロナ対応については立場の違いによる意見の違いも見られた。職員については好意的な意見が多く、

一生懸命に頑張っている姿を認めてくださっているように思う。いただいた意見をさらに精査し、園

の質向上等につなげていきたい。 

 

（２）教職員による自己評価について 

●対象教職員数 １５名 

 

1…よくできている 2…まあまあできている 3…あまりできていない 4…まったくできていない 

 

 

・全体的に 2 または 3 に回答が集中する傾向がみられ、昨年度と比べても同様の傾向であった。 

・理念や方針の理解・共感について、昨年度と同じような割合となっており、改めて研修等を通して

向上に努めたい。 

・指導計画については 4 が 13%ほどあったことから、こちらについても研修等を通して向上を図りた

い。 

・環境の構成や評価・反省についてはできている項目が多い傾向であった。 
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・この項目については全体的に高い傾向が見られ、概ね達成されていると思われる。引き続き子ども

への対応の充実を図っていきたい。 

 

 

・この項目についても全体的に評価の高い傾向が見られるが、引き続き研修等を通じて職員の資質等

の向上を図っていきたい。 
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・全体的には肯定的な評価が多かったが、情報の発信と受信については3または4の評価の多かった。

保護者からもこの分野については一部要望があったので、早急な改善を図りたい。 

 

 

・当年度も前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症拡大の影響があったが、田植え等一部復活し

た行事もあった。今後コロナ禍が終わった後には新たな活動が展開できるよう、地域との連携につい

ても図っていきたい。 
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・この項目については評価のばらつきがみられ、専門性について必ずしも十分でないと思われる。研

修等で本園の環境面の意味等について理解する機会を設けたい。 

 

 

・全体的に、昨年度と同じような傾向が見られた。 

・３歳以上児の職員も未満児と関わる機会を設けているが、普段関わらない項目については分からな

いとして回答していると思われる。 
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（３）令和４年度全体の総括と今後の取り組みについて 

 令和４年度は本園にとって幼保連携型認定こども園に移行して３年目であったが、コロナ禍の中で、

活動の制限はあった一方で、「with コロナ」として活動できた部分もあった。そのような中、カリキ

ュラムや保育教諭等としての質の向上等についての取り組みはよくできていたと思う。一方で、基本

部分である教育・保育目標や環境設定の理解が不十分であったり、職員が自信をもっている割合が低

かったりした部分は今後取り組まねばならないところである。 

 次年度には特にこの課題点について、職員同士で話し合いや理解を深め、それを活用した教育・保

育活動の実践、また、コロナ後に様々な活動を展開し、教育・保育活動の充実を図るとともに、職員

及び園全体の質向上につながるよう、研修や業務の見直し等に取り組んでいきたい。 


